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活動テーマ 風力発電を題材とした小中高校生のための環境体験学習 

実施期間 平成２１年 ５月２２日 ～ 平成２１年 ８月 ７日 

活動内容 
 
下記の事につい

ても、記入してく

ださい。 
 
・対象地域 
・対象者の職業、

学年等 
・参加人数 
・今後の展望 

活動目的 

 この活動では，当研究室のシーズである風力発電という環境関連技術を通し

て，理科系の体験学習を行うことを目的としている．また，子ども達に本物の技

術や大学の研究に触れてもらい学習意欲の向上や将来の進路について考える機

会を提供し，さらに三重大学を身近に感じてもらうために大学生達と子ども達と

の触れ合いを大切にしている． 

対象地域 

 三重私塾の会に協力を願い参加者を募った．対象地域は三重県内を対象として

とくに定めてはいないが，体験学習の効果を高めるために参加者数に制限を設け

たため三重大学に比較的近い津市，鈴鹿市等を対象とした． 

対象者・参加人数 

 小学生２４名，中学生１３名， 

 保護者４名，三重私塾の会からの引率者５名 

活動内容 

 本年度は三重私塾の会とともに５月から計画を練り，参加者を募集し，８月７

日に本学ＶＢＬにおいて体験学習を実施した．体験学習の当日は猛暑であった

が，当研究室の大学院生達とともに次の内容で活動を実施した． 

  １．風力発電に関する模擬授業 

  ２．小形風車の仕組みの説明 

  ３．小形風車の組立体験学習 

  ４．組み立てた小形風車を発電してバッテリーに蓄電 

  ５．大学生協で昼食 

  ６．大形風洞で小形風車の性能試験 

  ７．大形風洞で風体験 

  ８．バッテリーに蓄電した電力により電動式カキ氷機でカキ氷を試食 

 本年度は風車回転数と出力との関係を参加者に理解してもらうため，小形風車

の性能試験に時間を割いた．また，小形風車で発電した電力によって作られたカ

キ氷を子ども達が試食するときには非常に盛り上がり成功のうちに活動を終え

ることが出来た． 

今後の展望 

 参加希望者がかなり多かったが，全ての子ども達が小形風車の組み立てに参加

できることを重要視しているため人数制限を行った．今後は徐々に小形風車の台

数を増やして希望する地元の子ども達を少しでも受け入れることができるよう

にしたい． 
 


